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第
１
部
は
講
演
で
す
。
軽
妙
な
筆
さ

ば
き
で
時
勢
を
切
り
取
っ
て
み
せ
る
執

筆
活
動
や
全
国
を
走
り
ま
わ
る
講
演
活

動
、
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ィ
タ
ー
と
し

て
も
お
茶
の
間
で
は
お
馴
染
み
の
落
合

恵
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
落

合
さ
ん
は
子
ど
も
の
本
の
専
門
店
「
ク

レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
」
を
主
宰
し
て
お
ら
れ
る

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
活
動
さ
れ
な
が
ら
も
、

安
ら
か
な
最
期
の
時
を
迎
え
ら
れ
た
お

母
様
の
介
護
に
も
手
を
抜
く
こ
と
な
く
、

精
力
的
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
日
々
の
中

か
ら
得
た
、
幅
広
い
知
識
の
一
端
を
お

話
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

お
話
は
「
加
齢
の
醍
醐
味
」。
高
齢
化

社
会
と
い
わ
れ
る
日
本
に
あ
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
歳
を
重
ね
て
ゆ
く
の
か
、
今
を

ど
う
楽
し
む
の
か
、
大
変
興
味
深
い
テ

ー
マ
で
、
お
話
が
楽
し
み
で
す
。

　

時
は
一
気
に
幕
末
へ
。

　

幕
末
か
ら
維
新
へ
と
、
日
本
が
大
き

く
変
わ
っ
た
時
代
、
大
き
な
う
ね
り
の

中
で
生
き
抜
い
た
人
々
。
そ
の
中
心
で

活
躍
し
た
坂
本
龍
馬
。
歴
史
を
動
か

し
た
人
物
の
一
人
と
し
て
、
昨
今
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
や
雑
誌
等
で
話
題
沸

騰
の
龍
馬
と
そ
の
妻
お
龍
を
中
心
に
、

幕
末
を
一
気
に
駆
け
抜
け
た
人
物
た

ち
の
虚
と
実
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

丹
念
に
取
材
を
重
ね
て
執
筆
す
る
、

今
、
一
押
し
の
時
代
小
説
家
の
植
松

三
十
里
さ
ん
と
、
大
田
原
市
文
学
サ

ロ
ン
で
は
お
馴
染
み
の
歴
史
文
芸
評
論

家
高
橋
千
劔
破
さ
ん
の
、
軽
妙
な
対

談
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 　

   （
文
責
／
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
事
務
局
）

　
　
　
　

●
日
　
時　

10
月
23
日（
土
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分（
開
場
午
後
１
時
）

●
場
　
所　

大
田
原
市
総
合
文
化
会
館

●
入
場
料　

無
料
。
た
だ
し
、
入
場
整

　

理
券
が
必
要
で
す
。

●
入
場
整
理
券
の
配
布

　

９
月
22
日（
水
）か
ら
、
左
記
の
場
所

　

で
先
着
順
に
５
０
０
枚
配
布
し
ま
す
。

　

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
整
理

　

券
は
必
要
な
枚
数
の
み
お
受
け
取
り

　

く
だ
さ
い
。

○
配
布
場
所

・
政
策
推
進
課
総
合
企
画
担
当（
本
庁

　

舎
３
階
）

・
湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課
管
理
係

・
黒
羽
支
所
管
理
課
管
理
係

○
配
布
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
総
合
企
画
担
当

　
　
　
（
２
３
）１
３
０
９

（平成 22年 11月 28日）

　

２
０
０
２
年
「
第
18
回
平
和
の
日
・
那
須
の
集
い
」
が
こ
の
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
早
８
年
、
２
０
０
３
年
「
大
田
原
市
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
か

ら
数
え
て
第
８
回
。
２
０
１
０
年
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン
「
時
を
楽
し
み
時
を

駆
け
る
〜
現
代
か
ら
幕
末
へ
〜
」
が
今
、
豪
華
に
開
演
し
ま
す
。

　

秋
で
す
。
今
年
も
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン
」
の

季
節
が
巡
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
文
学
サ
ロ
ン
の
フ
ァ
ン
も
、
回
を

追
う
ご
と
に
増
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
毎
回
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
て
、
今
年
の
サ
ロ
ン
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

２
０
１
０
年
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン
●
10
月
23
日（
土
）

「
時
を
楽
し
み 

時
を
駆
け
る
〜
現
代
か
ら
幕
末
へ
〜
」

○
構
成
／
演
出　

　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
企
画
事
業
委
員
会

○
製　

作　

　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
企
画
事
業
委
員
会

○
主　

催　

　

大
田
原
市
・
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

入
場
の
ご
案
内

植
松
三
十
里
VS
高
橋
千
劔
破

「
龍
馬
と
お
龍

　
　
　
〜
歴
史
と
文
学
の
間
」

●  

第
二
部  

●
　
対
　
談

落
合
恵
子

　
「
加
齢
の
醍
醐
味
」

●  

第
一
部  

●
　
講
　
演

お
ち
あ
い 

け
い  

こ

う
え
ま
つ 

み    

ど   

り

た
か
は
し    

ち   

は    

や

昨年の文学サロンでは、故立松和平氏が講演
（平成 21年 11 月 28 日開催）

昨年の文学サロンでは、故立松和平氏が講演
（平成 21年 11 月 28 日開催）
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1945年栃木県宇都宮生まれ。作家・東京家政大学特任
教授。執筆と並行して、東京表参道、大阪江坂に、子
どもの本の専門店クレヨンハウス、女性の本の専門店
ミズ・クレヨンハウス主宰。綜合幼児教育雑誌『月刊
クーヨン』発行人。最近の主な著書『母に歌う子守唄
～わたしの介護日誌』、『母に歌う子守唄～その後』
（朝日新聞社）、『崖っぷちに立つあなたへ』（岩波
書店）、『絵本処方箋　こころに効く絵本たち』（朝
日新聞社）。日本ペンクラブ理事。

静岡市出身。1977年、東京女子大学史学科卒業後、婦
人画報社編集局入社。７年の在米生活、建築都市デザ
イン事務所勤務などを経て、フリーランスのライター
に。2003年『桑港にて』で歴史文学賞受賞。2009年
『群青　日本海軍の礎を築いた男』新田次郎文学賞受
賞。2010年『彫残二人』で中山義秀文学賞受賞。『お
龍』など著書多数。日本ペンクラブ会員。

　1943年東京都に生まれ、埼玉県大宮市で育つ。立教
大学卒業後、人物往来社入社。月刊『歴史読本』編集
長、同社取締役編集局長を経て96年退社、執筆活動に
入る。『花鳥風月の日本史』で尾崎秀樹記念大衆文学
研究賞を受賞、09年には『名山の日本史』『名山の文
化史』『名山の民俗史』の名山３部作（河出書房新
社）を完成。また、『遠藤周作歴史小説』全７巻及び
早乙女貢著『会津士魂』全21巻の全解説を手がける。
その他『歴史を動かした女たち』『歴史を動かした男
たち』『江戸の旅人』など著書多数。大衆文学研究会
幹事長、日本ペンクラブ常務理事。

落合　恵子

植松　三十里

高橋千劔破

おちあい　けいこ

うえまつ　みどり

たかはし　ちはや

2010年大田原市文学サロン●出演者プロフィール
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